
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

真月零

オートマトン

バロック

ステーシー

10歳

5 罪人

0

煉獄

13
死の訪れ

64 凌辱

物語

謝罪

願いごと

兄さんが死んだ、大切だった零兄さん。死んだと聞いて、僕は泣き叫んだ。会いたいと願った。そうしたら奴は言った、「会わせてやる」と。そう言って渡されたのは、すっかり変わり果ててしまった兄の頭だった。…こんな形で兄は最期を迎えてしまったのだろうか。あの時はただ涙を流し現実を否定することしかできなかった。でも、それでも兄は確かに終わったのだ

僕には産まれた時から居場所なんてなかった。すぐに捨てられた。人間としてすら扱ってもらえていたのだろうか。モノとして売られるのをただ待つだけだった。—————————あの時までは

各地を巡る冒険談、僕はそんな話を読むのが好きだった。特にこの本がお気に入りだ。もう見ることが出来ない数多の景色、いつか主人公みたいに僕も見て回りたいと思った。色んな景色を見てみたい、心躍る冒険がしてみたい。無理だと笑われそうなそんな夢が、無理だとわかっていても叶うといいなと思って、毎日この一ページをめくっていた

私はここで最期を迎える。弟には、皆には本当に申し訳ないことをしてしまった。でも、それでもどうか生きていてほしい。私の我儘だ。笑った顔を見るのが好きだったのに、最期に見た顔が泣き顔なのがとても悲しく思う。いつか一緒に冒険談のような旅をしよう。そう笑って言った、お前の夢を叶えたかったのに

『———さんは僕をずっと心配してくれていた。もう味方なんて、救いの手なんて来ないと思っていた。絶対に助け出すからと、それまでどうか生きていてくれと。例え叶わなくともその言葉だけで僕は嬉しかった。でも…もし本当に、彼の言葉通りここから出ることが出来るのなら…と、そう願った』
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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コストとして、任意のパーツを損傷。行動判定・攻撃判定・切断判定を振り直してよい。

煉獄にいれば、ターン終了時に行動値をマイナスにしなくてよい

変異3パーツを追加取得

防御1、1ターンに何度でも使ってよい

対象が受けたダメージを、代わりに自分が受ける。1ターンに何度でも使用可

BPにおいて、パーツを損傷しても、ターン終了までそのマニューバは使用できる

ダメージに付随する効果全てを打ち消す

白兵・肉弾攻撃出目+1

2

1

肉弾攻撃１

最大行動値+2

BP中にこのパーツが損傷した時、最大行動値+2　効果中は修復不可

肉弾攻撃１

支援１

移動１

白兵攻撃1+爆発

腕のみ、常に「防御1」、腕部にある肉弾・白兵攻撃マニューバのダメージ+1

本来の力を使うことができない…！

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

最大行動値+1

防御2
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